
2020年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL63020A42）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

モザンビー
ク C103 野菜栽培 20～45

歳のみ 個別 新規 2年 ・2020/2 ・2020/3 ・
2021/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

科学技術･高等教育･職業教育省

2）配属機関名（日本語）

イニャムッサ農業学校

3）任地（ イニャンバネ州オモイネ郡 ） JICA事務所の所在地（ マプト市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+ﾊﾞｽ で 約 3.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は全国で15校ある農業学校の1校で初級(13-15歳)3年間と中級(16-18歳)3年間コースに分かれている。青少年の農
業技術向上、農業人材育成を目指して設立された。卒業後は農家、専門学校への進学、農業・食糧安全保障局管轄の経
済活動事務所へ農業普及員として就職している。教室、実習圃場、家畜用設備、養殖用のため池等が備わっている。年
間事業予算は約21,000米ドル。今までに農業分野で10名の米国ピースコーを受入れた実績がある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

イニャンバネ州全体の8割が小規模農業に従事しており、殆どの生産物は自給自足のために消費されている。配属先はこ
の課題に対して農家、農業普及員として優秀な農業人材を育てる必要性を感じている。
生徒に対しては日々の栽培管理や農業実習をしながら指導能力や農業知識・技術を向上させていく計画を立ててい
る。JICAボランティアには教員のサポート、生徒の実習補助や新規作物の導入等、教材や指導マニュアルの作成、モザ
ンビークに適した新しい農法の共有等が要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 野菜栽培に関する実習を同僚と実施(同僚の座学授業をサポートする)
2. 教材や指導マニュアルの作成
3. 実習圃場の運営管理支援
4. 新たな作物導入.(主な栽培作物がトウモロコシ、キャッサバ、キャベツ、ジャガイモであるため)

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

PC、コピー機、印刷機、教室、トラクター、鋤、馬鍬、実習圃場、家畜用設備(牛、豚、鶏、うさぎ等)、養殖用ため池

4）配属先同僚及び活動対象者

校長:男性、50代
同僚教員:47名、大卒、平均年齢36歳
生徒数:422名(1クラス約36名)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL63020A42_1.jpg?t=1583169479


5）活動使用言語

ポルトガル語

6）生活使用言語

ポルトガル語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）農学系　備考：配属先からの要望

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（10～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水源]：（不安定）

【特記事項】

【類似職種】
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